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　農
閑
期
の
営
農
情
報
取
得
を
目
的
と

し
た
、
冬
期
営
農
講
座
と
農
業
関
連
制

度
説
明
会
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
生
産
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

３
月
17
日
に
行
わ
れ
た
冬
期
営
農
講

座
で
は
、
種
苗
メ
ー
カ
ー
と
檜
山
農
業

普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
き
、「
キ

ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
・
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
の

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
の
講
演

が
行
わ
れ
、
同
月
23
日
に
は
、
国
・
道
・

町
の
助
成
制
度
等
を
利
用
す
る
た
め
の

総
合
的
な
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン

の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
、
初
め
て
の
講

演
だ
っ
た
の
で
勉
強
に
な
っ
た
」「
補

助
事
業
な
ど
を
有
効
活
用
し
て
安
定
生

産
に
繋
げ
た
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出

る
な
ど
、
春
に
向
け
て
、
積
極
的
に
知

識
を
吸
収
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
様

子
で
し
た
。

３
月
25
日
、
関
東
在
住
の
町
出
身
者

で
組
織
さ
れ
る
東
京
か
み
の
く
に
会

（
倉
谷
守
会
長
）
の
総
会
・
懇
親
会
が

東
京
都
台
東
区
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、

会
員
の
ほ
か
、
町
長
・
議
長
は
じ
め
町

職
員
な
ど
約
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
で
20
回
を
迎
え
た
東
京
か
み
の

く
に
会
総
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
会
の

歩
み
が
倉
谷
会
長
の
挨
拶
で
触
れ
ら

れ
、
会
の
仲
間
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
ふ
る
さ
と
寄
附
な
ど
で
故
郷
を
応
援

し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
本
町

特
産
品
の
販
売
や
町
内
各
地
区
の
空
撮

動
画
の
上
映
、
歌
手
活
動
を
行
う
会
員

に
よ
る
故
郷
の
情
景
を
歌
っ
た
歌
唱
披

露
、
各
出
身
中
学
校
別
に
よ
る
校
歌
の

合
唱
、
全
員
で
踊
っ
た
上
ノ
国
音
頭
な

ど
、
様
々
な
催
し
を
通
し
て
、
故
郷
を

思
う
雰
囲
気
の
な
か
、
交
流
が
深
め
ら

れ
た
様
子
で
し
た
。

　

３
月
31
日
、
本
町
の
有
形
文
化
財
で

あ
る
「
上
ノ
國
八
幡
宮
本
殿
」
が
、
北

海
道
の
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

上
ノ
國
八
幡
宮
本
殿
は
１
６
９
９
年

建
築
と
推
定
さ
れ
、
道
内
に
現
存
す
る

神
社
建
築
と
し
て
は
最
古
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
江
戸
時
代
前

期
の
形
態
を
と
ど
め
、
保
存
状
態
が
よ

く
、
道
内
の
神
社
本
殿
と
し
て
歴
史
的

価
値
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
指
定
に
繋
が
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
を
う
け
、
４
月
22
日
に
１
日
限

定
で
本
殿
が
一
般
公
開
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
65
名
の
方
々
が
八
幡
宮
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
指
定
に
つ
い
て
、

上
ノ
国
八
幡
宮
の
松
崎
辰
彦
宮
司
に
お

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、『
受
け
継
が
れ

て
き
た
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
は
、
地

域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
一
番
大
切
な
歴
史
の

側
面
で
す
。』と
話
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
八
幡
宮
と
し
て
後
世
に
受
け
継

い
で
い
け
れ
ば
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

４
月
６
日
、本
町
の
国
指
定
史
跡『
勝

山
館
跡
』
が
、
歴
史
研
究
者
や
愛
好
家

ら
で
つ
く
る
日
本
城
郭
協
会
に
よ
り
、

「
続
日
本
１
０
０
名
城
」
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
に
発
表
さ
れ
た
『
日
本

１
０
０
名
城
』
は
、
多
く
の
雑
誌
や
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
紹
介
さ
れ
、
全
国
に
点

在
す
る
各
城
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行

わ
れ
る
な
ど
、い
わ
ゆ
る
「
城
ブ
ー
ム
」

の
火
付
け
役
に
な
っ
た
も
の
で
、
現
在

も
各
地
の
城
郭
を
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
選
定
に
お
い
て
勝
山
館
は
、

15
世
紀
に
本
町
を
拠
点
と
し
た
武
将

「
武
田
信
廣
」
の
居
城
で
、
当
時
、
蝦

夷
の
政
治
・
軍
事
・
経
済
の
中
心
だ
っ

た
歴
史
的
背
景
な
ど
か
ら
選
ば
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
、
こ
の
ほ
か
徳
川
家
康
が

過
ご
し
た
浜
松
城
（
浜
松
市
）
や
、
映

画
「
の
ぼ
う
の
城
」
の
舞
台
に
も
な
っ

た
忍
城
（
埼
玉
県
）
な
ど
も
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
勝
山
館
に
は
、
夷
王
山
ま
で

続
く
散
策
路
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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